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表紙の解説

トロール調査で採集されたサケガシラ
日本海漁業資源部　木下貴裕

　トロール調査は文字通り海中の生物を一網打尽にする採集方法であり，時として思わぬ生物（珍客？，
外道？）が採集される。表紙の写真は，ズワイガニの資源調査時にトロール入網したサケガシラ
Trachipterus ishikawae で，日本周辺の中層，日本海では混合層に分布する。トロール調査ではさほど珍
しい種ではないが，沖合に分布し，希に岸に漂着するので稀種とされる。写真の個体は体表面がかなり傷
んでピンク色が強く出ているが，本来は銀白色，体長は２.７ｍに達する。採集地点等は以下のとおりである。

２００８年５月２９日，北緯３５゚５５’，東経１３５゚４５’，曳網水深２６０ｍ，曳網層水温１.１℃。
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はじめに 

　日本海区水産研究所では，日本海ブロック水産

試験研究機関の協力を得て，日本海対馬暖流域を

中心とした海洋観測網を構築し，毎月１回調査船

調査結果に基づいた日本海の水温情報「日本海漁

場海況速報」をとりまとめている。調査船調査は

非常に有益な情報を得ることが出来るが，その反

面，調査頻度や調査海域に限界がある。特に近年、

調査船調査は燃油高騰等の理由から減少せざるを

得ない方向にある。一方，数値シミュレーション

を用いた海況の再現及び短期予測技術が近年発展

し，実用可能なレベルになりつつある。数値シミュ

レーションの利点は，海域や時期に依らない時空

間的に連続な海況情報を得られること，過去～現

在までに留まらず，「天気予報」と同様な「海況予

報」情報が得られる点である。日本海区水産研究

所では，２００８年５月から「日本海海況予測システ

ム JADE」の運用を開始したので，そのしくみと

活用事例を紹介する。

日本海海況予測システムJADEの概要 

　JADE（JApan sea Data assimilation Experi-

ment）は日本海区水産研究所と九州大学応用力学

研究所が共同で開発した日本海の海況予測システ

ムであり，人工衛星から得られる海面水温（SST）

や海面高度（SSH），調査船によるCTD（水温・

塩分），対馬海峡からの対馬暖流量等の利用できる

リアルタイムデータを海洋大循環モデルに組み込

むことで計算精度を向上させるデータ同化と呼ば

れる手法が用いられている（Hirose et al. ２００７）。

そのため，日本海ブロック水産試験研究機関に

よって得られるCTD観測網データを JADEに

データ同化させることにより，日本海の海況の再

現や短期予測を精度良く行うことができる。 
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日本海区水産研究所　日本海海洋環境部

渡邊達郎

九州大学　応用力学研究所

広瀬直毅・高山勝巳

図１　JADEの HPの入り口画面
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JADEの使い方 

　JADEの計算結果はホームページ上で公開し 

ており，誰でも簡単に閲覧できる（http:// 

jade.dc.affrc.go.jp/）。図１は JADEホームページ

の入り口画面である。水平断面としては，日本海

全域と４つの部分海域の０m，５０m，１００m，２００m

深における水温と海流ベクトル図を公開してお

り，鉛直断面としては，３つの南北断面と２つの東

西断面の水温図を公開している。図２は水平断面

図のサンプルである。公開されている期間は，５年

前から現在までの再現結果と現在から２ヶ月先ま

での予測結果であり，見たい期日を自由に選択で

きる。公開データの更新は，毎週１回水曜日に農

林水産研究計算センターのスーパーコンピュータ

を用いて行われている。なお，水産試験研究機関

の担当者は，所定の登録をすることによりデジタ

ルデータを直接ダウンロードすることが可能であ

り，水産試験研究等への利便性の向上を図ってい

る。

　図２の左上の１００m深の日本海全体図を見ると，

隠岐島の北に青系の色で示された冷水渦が見られ

る。一般的に言って，冷水渦の分布は１００m深，

暖水渦の分布は２００m深の水温図を見ることによ

り把握しやすい。JADEは１ヶ月間の海況の変化

を簡単にアニメーションで見ることができるの

で，暖・冷水渦の位置や勢力の変動を連続的に観

察することができる。

JADEの活用例 

　JADEを用いた研究としては，流向・流速デー

タを用いた遊泳力の弱い大型クラゲ，稚仔魚，赤

潮プランクトン等の移動予測計算や，水温データ

を用いた産卵場推定等に活用されている。ここで

は近年問題となった大型クラゲの移動予測につい

て簡単に紹介する。２００６年７月中旬に対馬海峡か

らクラゲが流入し始めたという情報を元にクラゲ

粒子を投入し，JADEデータを用いてその後の受

動的な移動予測を行った。投入時の傘径を２０cmと

して１cm /日の成長速度を与えて傘径の成長シ

ミュレーションも同時に行っている。図３は４ヶ

月後の１１月中旬における大型クラゲの分布・傘径

予測結果である。大型クラゲはいくつかに枝分か

れした対馬暖流に沿って日本海を北上しており，

特に日本沿岸を流れる第一分枝（沿岸分枝）と，

韓国東岸を北上してから離岸し北緯４０度付近を東

図２　JADE画面（水平断面）のサンプル
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向きに流れる第三分枝によって多くのクラゲが速

い速度で輸送されていることがわかる。これらの

分布の特徴は，調査船調査結果と比較することで，

現実と良く一致していることが確かめられてい

る。

まとめ　 

　「天気予報」が時々外れるのと同じように，

JADEによる「海況予報」も今のところ利用者の

様々なニーズに十分答えられているわけではな

い。海況予測精度の向上を図っていくと共に，

JADEデータが得意な研究対象はどういうものな

のかという観点にも立ってJADEシステムの水産

試験研究への更なる活用を図っていきたい。

【引用文献】

Hirose, N., H. Kawamura, H. J. Lee and J.-H. Yoon, 

２００７: Sequential Forecasting of the Surface 

and Subsurface Conditions in the Japan Sea, 

Journal of Oceanography, ６３, ４６７－４８１.

図３　２００６年１１月中旬における大型クラゲの分布・移
動予測結果。色は傘径を表す（赤：５０cm未満，
黄 色：５０～７０cm，緑：７０～９０cm，水 色：９０～
１１０cm，青：１１０cm以上）
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はじめに 
　ベニズワイは日本海，北海道周辺，東北太平洋
岸で漁獲される漁業対象種であるが，日本で水揚
げされるベニズワイの９９％が日本海産であり，日
本海に特徴的な水産資源のひとつとなっている。
日本海におけるベニズワイの分布水深は水深５００
～２７００mと広く，広範囲にわたって連続的に生息
することが知られている（図１）。本種は深海に生
息するカニでありながら１９６０年代から日本海本州
沿岸で広く漁獲され，日本海においてもっとも多
く漁獲される底棲性の水産有用種のひとつとなっ
ている。しかし，分布の中心となる水深が１０００m以
深と深く，さらに日本海の全域にわたる広い分布
域をもつことから，分布域全体を広くカバーする
ような調査が技術的に困難で，これまでほとんど
行なわれていないために，ベニズワイの生活史に
は依然として不明の点が多い。 

ベニズワイ調査の必要性 
　水産資源の有効な利用を考える上で，その生物
がどのような生活史を送るかは重要な情報であ
り，生態に見合った資源管理の方策を検討するこ
とが望ましい。しかし，ベニズワイの生活史や生
態を明らかにするには通常の漁業で得られる漁獲
物の情報だけでは不十分である。これは，通常の
漁業では，
・ベニズワイが水深５００～２７００mに広く分布す
るにも関わらず，水深８００m以浅での操業が禁
止されていること，また，比較的浅い水深を
中心として操業が行なわれる結果，水深８００～
１５００mでの操業が９割近くを占め（図２），
ベニズワイの分布水深範囲のごく一部を漁場
として利用しているに過ぎない。

・日本海のベニズワイはほとんどがカニ籠に
よって漁獲されるが，これは餌に誘引されて
籠に入ってきたカニを捕らえる漁法であり，
籠に入ったカニのうち，籠網の網目から逃避
できない大型のカニだけが選択的に漁獲され
る。

といった事情により，種々の成長段階にあるベニ

６
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日本海区水産研究所　日本海漁業資源部

養松郁子・廣�太郎・白井　滋

図１　日本海におけるベニズワイの分布域
（水深５００～２７００m）

図２　ベニズワイ漁業の水深帯別操業回数
（２０００～２００２年）
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ズワイを分布域全体から広く採集することが困難
なためである（養松　２００７）。これらの問題点を解
決するには，漁業に依らず，調査船による調査を
実施する必要がある。

調査から得られたベニズワイの生活史と漁場水 
深の関係 
　当研究室ではベニズワイの生活史を明らかにす
ることを目的として，２００２年以降，調査船による
ベニズワイの採集調査を実施している。これまで
に北海道奥尻島周辺から隠岐島西方までの範囲に
調査海域を設け，それぞれの調査海域で水深
２０００m超までの水深を対象に調査を行なってい
る。採集には，比較的小型の個体から大型個体ま
で漁獲可能な着底トロール網（２００２～２００４年）ま
たは当研究室と兵庫県立香住高等学校但州丸との
共同で開発した深海用桁網（２００４年以降：廣�ら
２００６）を用いた採集調査を実施している。
　その結果，調査を実施したすべての海域におい
て共通してみられる，下記のようなまったく新し
い知見を得ることができた（図３）。
・水深１７００～２０００m超の深海に甲幅４０～６０mm
程度のベニズワイ（雌雄とも）が高密度に分
布する。
・上記の個体は成長・成熟しながら次第に浅場
へと移動し，漁場水深である水深１５００m以浅
に達して漁獲対象となる。
・主な操業水深である水深８００～１５００mは，抱卵
した雌が高密度に分布するだけでなく，比較
的大型の雄が生息し，ベニズワイの繁殖（交
尾・産卵）が盛んに行われる水深帯である
（養松，白井　２００７）。

　これらの結果から，ベニズワイ漁場はまさにベ
ニズワイの繁殖の場であり，漁場において大型の
雄だけを選択的に漁獲することは，過度の漁獲圧
がかかった場合に繁殖に悪影響が生じる可能性が
懸念される。資源を悪化させずに持続的な漁業を
行うには，
・過度の漁獲圧を避け，雌の交尾・産卵に必要
な雄を取り残すこと。

・水深１７００m以深から成長しながら漁場に加入
してくる資源量の多寡に応じた漁獲量の制限
を行なうこと

が重要と考えられた。

今後の課題 
　今後は，どの程度大型雄を取り残す必要がある
のか，水深１７００m以深の漁獲前資源量をどのよう
にモニターするのか，また，これらが成長と移動
によって何年後に漁業対象資源として漁場に加入
してくるのか，といった課題の解決に向けて取り
組む必要があると考えている。

【引用文献】
養松郁子，２００７：ベニズワイガニかご漁業の漁場
利用と資源動向．地域漁業研究，４７，２０３－２１６．

廣�太郎，養松郁子，白井　滋，南　卓志，丹生
孝道，２００６：深海生物採集用大型桁網（Beni －
zuwai １号）の開発．水産総合研究センター
研究報告，１７，２５７－２６９．

養松郁子，白井　滋，２００７：日本海大和堆北東部
におけるベニズワイの深度分布と移動．日本
水産学会誌，７３，６７４－６８３． 
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図３　ベニズワイの成長・成熟段階別深度分布パターン
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はじめに 

　ヒラメは沖縄と北海道の一部を除く我が国沿岸

に広く分布し，沿岸漁業の重要な対象種である。

全国合計の年間漁獲量は近年７,０００～８,０００トンで

推移しており，そのうち約７００～１,０００トンが青森

県から富山県にかけての日本海北部沿岸での漁獲

である。ヒラメは早くから資源管理や栽培漁業の

対象になっており，各地で全長規制や網目制限等

に取り組むとともに種苗の放流が行われている。

（独）水産総合研究センターでは水産庁から委託

を受けて「我が国周辺水域の漁業資源評価調査」

を行っており，その一環としてヒラメの資源評価

に取り組んでいる。本稿では，その成果から近未

来の日本海北部におけるヒラメ資源動向の予測に

ついて紹介する。

ヒラメの生態と漁獲 

　ヒラメの寿命は２０年以上と考えられており，大

きなものは全長１m，体重２０kgを越える。雌の方

が雄よりも成長が速くて最大全長も大きく，全長

６０cm以上のものはほとんどが雌である。雄は２

歳，雌は３歳で成熟し，５～６月の産卵期間中に１

尾の雌が数百万から１,５００万粒の卵を産むと考え

られている。産卵から約１ヶ月後に稚魚は水深

１０m以浅の砂泥底に着底し，１～２ヶ月を波打ち際

近くの成育場で過ごす。夏の終わりになると沖合

へ移動を始め，１年後には全長３０cmに達して漁獲

の対象となる。また，ヒラメは成長に伴い長距離

を移動することが知られおり，主に１歳，２歳の晩

秋から冬にかけての水温下降期に対馬暖流の上流

側（南もしくは西）に向かって移動する。標識放流・

再捕調査の結果では青森で放流されたものが新潟

県で，新潟県で放流されたものが富山県で再捕さ

れた例がある一方で能登半島を越えて大きく移動

した例はない。このことから，青森県から富山県

にいたる海域に分布するヒラメはひとつの大きな

群とみなされている。

　ヒラメの漁法は海域により大きく異なり，大陸

８
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図１　日本海北部とその隣接海域におけるヒラメ漁獲量の経年変化
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棚が沖合へ張り出す海域では底曳網，海底の傾斜

が急でヒラメの分布や通り道が制限される海域で

は刺網や定置網が主である。日本海北部（青森県か

ら富山県）沿岸での漁獲量は約１２年周期で変動を

繰り返しており，近年では１９９５年に１,０７１トンを記

録した後減少に転じて２００４年には６７４トンとなっ

たが，２００７年には９９２トンまで回復した（図１）。

現在の資源状態と将来予測 

　年齢別漁獲尾数を基にした資源計算（コホート

解析）によると，日本海北部沿岸に分布するヒラ

メの資源量は，１９９７～２００４年は２０００トン前後で低

迷していたが，２００４年から２００７年にかけて約１.５倍

に急増した（図２）。１９９７年から２００２年にかけては，

産卵親魚量のわりに着底稚魚が加入しない，着底

稚魚が加入しても１歳までの生き残りが悪いとい

う状態が続いており，再生産成功率（１歳魚加入

尾数／産卵親魚重量（kg））は０.６～０.７で推移して

いた。しかし，その後の再生産成功率は２００３年

０.９９，２００４年１.４０，２００６年には１.６６と急上昇し，同

じ量の親魚から１歳魚まで育つ割合が２倍以上に

向上した。これによりその後の資源量は急速に増

加し，資源水準もそれまでの低位を脱して現在は

中位・増加傾向にある。各地で行われている稚魚

密度調査結果より，２００７年の再生産成功率は２００３

年と同程度，２００８年のそれは２００６年と同程度にな

ると予測されており，大きな海洋環境の変化がな

く漁獲努力が現状のままであれば，日本海北部海

域におけるヒラメの資源量は，少なくとも２０１０年

までは増加を続けると予測される。先にも述べた

とおりこの海域のヒラメの漁獲量は数年ごとに増

加と減少を繰り返しており（図１），２０１０年以降に

は資源が減少に転じる可能性もある。再生産の成

否には海洋環境の変動とそれに伴う餌生物の量

的・質的変化が影響すると考えられ，資源動向の

将来予測のためにはこの部分の解明が不可欠であ

るが，残念ながら現段階では未解明であり，より

一層の努力が求められている。

おわりに 

　平成１８年度から青森県から富山県にいたる５県

が参加して「我が国周辺水域の漁業資源評価調査」

の一環として日本海北部海域ヒラメ広域連携調査

に取り組んでいる。この調査で年齢－全長関係の

見直しや稚魚密度調査結果の定量化，過去の知見

と新しい知見の整合が進められ，近未来の資源予

測が可能になった。この海域では同じく平成１８年

度から「栽培漁業等資源回復対策事業」に取り組

んでおり，この事業で得られた種苗放流効果に関

する知見も併せて検討することにより，資源管理

と種苗放流を有機的に組み合わせたより効率的な

ヒラメ資源利用が可能になることが期待される。 
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図２　日本海北部におけるヒラメの資源量と再生産成功率
（親魚１Kgあたりの翌年１歳魚加入尾数）の推移
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はじめに 

　サケのふ化放流事業において，健康な稚魚を得

るためには，まず良質の受精卵確保が大切である。

しかし，本州日本海側ではサケ親魚の捕獲場と採

卵場が離れていることが多く，捕獲場で雌雄の親

魚を撲殺した後，長時間かけて輸送してから卵や

精子を採り，人工受精に用いることがしばしば行

われている。また，刺し網で親魚を捕獲したり，

個人で親魚を捕獲して採卵場に持ち込むこともあ

り，そのような魚の何割かはいつ死んだのかはっ

きりしないまま，採卵・採精に使われている。こ

ういった方法では，死後の時間経過とともに卵や

精子が劣化し，良質な受精卵を得られない可能性

がある。また，メス親魚が比較的大切に扱われる

のに対し，オス親魚は死亡後，長時間放置される

ことも多い。一般に，精子の活性は受精率に影響

することが知られており，死後の時間経過にとも

なって活性が下がり，受精成績を低下させること

が懸念される。今回はまずオス親魚について，死

んでから人工受精までの放置時間が受精成績にど

のような影響を及ぼすかを調べた結果を紹介する。 

精子の劣化を調べる 

　新潟県三面川で捕獲・蓄養された成熟オス親魚

を撲殺し，図１のように死後０分，１５分，３０分，

６０分，１２０分の経過時間毎に精子を採取し，その

都度死んだばかりのメス親魚から採取した卵と人

工受精を行い，受精成績の変化を調べた。精子の

良し悪しを調べる目的では受精した卵の割合を表

す受精率を測定すべきだが，受精率の測定には手

間がかかることから，今回は受精卵をふ化するま

で管理し，ふ化した卵の割合を表すふ化率を受精

１０
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成績の指標として用いた。

　精子の劣化に与える温度の影響も把握するた

め，８尾のオスを図２のように常温で放置する４尾

（常温区）と，氷冷して放置する４尾（氷冷区）

の２群に分けて比較した。本来なら，効率よく冷

やすためにはクラッシュアイスを用いて氷詰めに

すべきだが，小規模なふ化場で大量のクラッシュ

アイスを用意することは困難である。今回はふ化

場の現場で実際に取り入れることが可能な方法を

試すことを第一に考え，氷を敷き詰めた魚箱に放

置するという簡便な冷却法を試みた。

冷やせば精子は長持ち 

　まず，氷に乗せるだけでどれだけ冷えるかを調

べるため，オス親魚の腹腔内に温度計を差し込み，

腹腔内温度を測定した。結果は図３のように，常

温区の腹腔内温度は気温とほぼ同じ１５℃ 前後を

保ったのに対し，氷冷区では徐々に低下し，３０分

後には１０℃を切り，１２０分後には６℃まで低下し

た。このように，氷に乗せるだけの簡便な方法で

も，腹腔内温度はかなり下がることが確認できた。

　オス親魚の死亡後の時間経過にともなうふ化率

の変化を図４に示した。常温区では，死後０分か

ら３０分までは９０％以上の高いふ化率を保ったが，

６０分後には５３％に下がり，１２０分後には全くふ化し

なかった。いっぽう氷冷区では，死後０分から６０

分後まで９０％以上の高いふ化率を維持し，１２０分後

に１４％まで低下した。このように，オス親魚を常

温で放置した場合，精子の質を維持できる時間が

３０分であるのに対し，氷冷した場合，６０分に延長

できることが明らかになった。

オスを大事に扱う 

　以上の試験結果に基づき，本州日本海側のふ化

場に対し，オス親魚の取り扱いに関して次のよう

な提言を行う予定でいる。

①なるべく採精の直前まで生かしておく。

②常温なら死んでから３０分以内に人工受精に用

いる。

③３０分以内に使用出来ない場合には，氷冷して

６０分以内に使用する。

　これまであまり顧みられることのなかったオス

親魚の扱いに，今後は注意を向けることが肝要で

あり，講習会や技術普及の際には，「オスを大事に

扱って良い精子を使う」ことの大切さをふ化放流

従事者に呼びかけていきたい。

メスでも検証 

　今回は精子の劣化試験を行ったが，雌の場合に

も，採卵の前に常温で放置すれば卵が劣化し，受

精成績が低下する可能性がある。次回はメス親魚

について，死亡後の時間経過とともに体内に放置

した卵の質がどのように変化するのかを，オスと

同様の方法で調べる予定である。今回の試験を行

うにあたり，三面川鮭産漁業協同組合の皆様には

サケ親魚の確保から試験のお手伝い，施設の一部

使用まで幅広くご協力いただいた。ここに深く感

謝の意を表します。 
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はじめに 

　近年は消費者の好みが変わり，成熟して脂の落

ちたサケよりも，生殖腺が未発達で脂ののったサ

ケ（未熟魚）が好まれるようになり，北海道各地

でその土地にちなんだブランド名を付けて高価格

で販売されている。しかしながら，これらのブラ

ンドサケが本州で放流された種苗に由来すること

は，あまり知られていない。本稿では，本州日本

海で放流したサケが北洋で育ち，再び日本海へ回

帰するまでの過程を紹介するとともに，どうすれ

ば北海道の定置網に掛かるブランドサケの漁獲量

を増やせるかを考えてみる。

本州日本海に回帰するサケの旅 

　本州日本海側の河川に放流されたサケは，主に

夜間を中心に河川を下り，沿岸域にしばらく滞留

した後，成長した個体から順次，沖合へ移動する。

７－１３℃が幼稚魚にとっての適水温であるため，

沿岸域がこの温度帯になる限られた期間を狙って

稚魚を放流しなければならない。日本海側は対馬

暖流の影響により，春先の水温上昇が同緯度の太

平洋側よりも早いために放流適期が短いうえ，海

岸線が単調なために稚魚の隠れ場所に乏しいとい

う難点がある。

　３g以上に育った幼魚は対馬暖流に乗り，オ

ホーツク海へ向かっておよそ１０km /日の速さで

北上する。オホーツク海での資源加入時期から逆

算すると，稚魚の放流時期は新潟地区では３月下

旬が限界であり，これより遅く放流しても無駄に

なる可能性が高い。８月から１１月までオホーツク

海で育った後，図１に示すように餌と適水温を求

めて回遊する（浦和　２０００）。１２月から翌年５月ま

では北太平洋西部に移動し，６月から１１月にはベー

リング海へ北上，１２月から翌年５月にはアラスカ

１２

日本海　リサーチ＆トピックス　第４号　２００９年２月

�������	
�������

日本海区水産研究所　調査普及課

清水　勝

図１　北洋でのサケの回遊経路（浦和（２０００）を改変）
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湾へと移動する。さらに，６月から１１月にはベーリ

ング海への反転移動を繰り返して回遊した後，６月

から日本へ向けての移動を開始し，８月以降に我が

国沿岸へ到達する。

ブランドサケとはなにか 

　北洋から戻ってきたサケは，産卵が近づくにつ

れて次第に生殖腺が発達する。卵や精子を造るに

はたくさんの栄養を必要とするので，生殖腺の発

達にともなって体に蓄えていた脂肪が消費され

る。したがって，成熟が進むとともに身から脂が

落ち，肉質は劣化する。成熟の程度に応じて，市

場での一般的呼び名も下記のように変わる。

�ケイジ（鮭児）；その年の秋に産卵しない回遊

中の若魚。生殖腺は全く発達していない。

�トキシラズ（時知らず）；春から夏に道東沿岸

に回遊する産卵の数ヶ月から半年前のサケ。

生殖腺はごくわずかに発達。

�メジカ（目近）；産卵１～２ヶ月前のサケ。生

殖腺は少し発達。

�アキアジ（秋味）；産卵まで１ヶ月未満のサケ。

生殖腺が中程度に発達し，体色が銀色で肉質

の良い銀毛（未熟）から，生殖腺が十分に発

達し，体色がくすんで肉質の悪いブナ毛（成

熟）まで，品質の幅が広い。

�ホッチャレ；産卵後のサケ。脂が落ち，肉質

は非常に悪い。

　これらのうち，主としてメジカや初期のアキア

ジ（銀毛）に該当する品質の良いサケが，１０～１１

月にかけて北海道のオホーツク海沿岸や太平洋沿

岸の定置網等で漁獲され，ブランドサケとして販

売されている。しかし，こういったブランドサケ

は漁獲された地区の地場資源ではない。図２に示

すように，もっと南の本州日本海側や太平洋側の

河川を目指して回遊するサケが，北海道沿岸を通

過するときに定置網等によって漁獲されたもので

ある。産卵まで１ヶ月前後の時間があるため，ま

だ生殖腺は十分に発達しておらず，魚体は銀白色

で脂が乗り，肉質は非常に良い。

　平成１８年１０月２３日に北海道枝幸の定置網に掛

かったメジカにアーカイバルタグ（水温や水深を

記録する機能を備えた標識）を装着して放流した

ところ，１１月２５日に新潟県信濃川で再捕された。

このことは，信濃川に回帰するはずのサケが，約

１ヶ月前に１２００km手前の北海道オホーツク海沿

岸の定置網でメジカとして漁獲されることを強く

裏付ける。同様に，本州太平洋側に回帰するはず

のサケが，北海道太平洋側でブランドサケとして

漁獲されると考えられる。図２からわかるように，

北海道太平洋側から本州太平洋側に至る経路のほ

うが，北海道オホーツク海側から本州日本海側へ

至る経路に比べて短いことから，太平洋側で漁獲

されるブランドサケのほうがオホーツク海側で獲

れるものよりも産卵までの期間が短く，生殖腺の
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図２　本州で放流したサケの回遊経路
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発達が進んでいる。オホーツク海側がメジカ主体

であるのに対し，太平洋側はメジカとアキアジの

中間程度の個体が中心である。

　地域ごとにブランド名のいくつかを紹介する。

・オホーツク海側

羅臼漁協の羅王（らおう），雄武漁協の雄宝（ゆ

うほう）あるいは雄武めじか（図３），別海漁協

の献上鮭（けんじょうさけ）

・太平洋側

白糠漁協の恋問鮭（こいといさけ），大樹漁協の

樹煌士（きこうし），日高管内の銀聖（ぎんせい）

ブランドサケをふやすには 

　以上のことからわかるように，北海道で放流数

を増やしても，回帰するサケは成熟が進んでいる

ため，メジカ等の未熟魚が増えるわけではない。

未熟魚の漁獲量を増やすためには，漁獲される地

区よりも南の河川から放流することが必要であ

り，本州での健苗放流の増大を図らなければなら

ない。しかしながら，北海道で獲れる未熟魚が増

えることは，消費者および北海道の漁業者にとっ

ては喜ばしいが，放流する本州のふ化場にとって

はなんのメリットもない。そこで，例えばブラン

ドサケの売り上げの一部を本州でのふ化放流事業

に増殖協力金等として還元するといった，新しい

仕組みを作ることも必要である。また，我が国全

体でのサケ種苗放流数は１９８０年代以降，毎年１８億

尾前後を維持しているものの，メジカの供給源と

なる本州日本海側での放流数は，１９８０年をピーク

に減少している（図４）。今後は，消費者ニーズの

高いブランドサケを増やすためにも，北海道と本

州各県は地域を越えて連携し，サケの新しい増殖

事業を推し進めていくことが不可欠である。

【引用文献】

浦和茂彦，２０００：日本系サケの回遊経路と今後の

研究課題．さけ・ます資源管理センターニュー

ス，５，３－９． 

１４

日本海　リサーチ＆トピックス　第４号　２００９年２月

図３　北海道オホーツク海側のブランドサケ

 図４　全国と本州日本海側（秋田県～石川県）
におけるサケ種苗放流数の推移   
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　本論文で白井室長らは，ハタハタのミトコンド

リアDNA（父親からは受け継がれず母親だけから

受け継がれる特別なDNA）を分析し，その特徴

から日本近海のハタハタを北海道太平洋側，日本

海，朝鮮半島東岸の３つの集団に分けられること

を見いだすとともに，なぜそのような集団ができ

たのかについて，数万年にわたる地球の歴史を顧

みながら，独創的で説得力のある推論を展開した

ことが評価され，今回の受賞に至った。

　なお，本論文の和文要旨は日本魚類学会のウェ

ブサイト（http：//www.fish-isj.jp/publication/），

英文要旨は SpringerLink のウェブサイト（http：

//www.springerlink.com/content/１０６６２２/）で読

むことができる。 
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授与された賞状

受賞対象となった論文（左）と
掲載された学術誌　Ichthyological ResearchShirai S., Kuranaga R., Sugiyama H., and 

Higuchi M., ２００６: Population structure of 
the sailfin sandfish, Arctoscopus japonicus 
（Trichodontidae）, in the Sea of Japan. 
Ichthyological Research, ５３（４）, ３５７-３６８.

一般公開で来場者にハタハタの解剖を教える
白井室長

�������	
�������

　本誌前号で，日本海区水産研究所日本海海洋環

境部の渡邊主任研究員が日本海洋学会日高論文賞

を受賞したことをお伝えしたばかりだが，今度は

日本海漁業資源部資源生態研究室の白井滋室長ら

が執筆し，日本魚類学会の英文誌 Ichthyological 

Research に掲載された下記論文がその内容を高

く評価され，２００８年度日本魚類学会論文賞を受賞

した。
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　「ニギスはキス（シロギス）の仲間ですか？」と

質問されることがありますが，ニギスはニギス目ニ

ギス科に属する魚です。背びれと尾びれの間に‘あ

ぶらびれ’を持ち，どちらかといえばシロギスより

はサケやワカサギに近い種類です（シロギスはスズ

キ目キス科）。新潟周辺では沖ギス，ギス，メギス

などと呼ばれ，小売店でも普通に売られている魚な

ので，実際に見

たり食べたりさ

れた方も多いの

ではないでしょ

うか。

　ニギスは日本

周辺では日本海

本州沿岸から，

太平洋側では福

島県沖以南に生息し，主に底びき網で漁獲されてい

ます。日本海の漁場としては，新潟県上越沖，石川

県能登半島周辺，島根県隠岐諸島周辺，島根県浜田

沖などが有名です。日本海以外の漁場では，高知県

の土佐湾や愛知県沖が知られています。

　ニギスは高級魚ではありませんが，日本海の漁業

を支える重要魚種のひとつです。日本海本州沿岸で

は年間３,５００～４,０００トンが水揚げされており，底び

き網で漁獲される魚介類では，ズワイガニ，アカガ

レイ，ハタハタに次ぐ漁獲量となっています。水揚

げされたニギスは生鮮で出荷されるほか，干物など

に加工されてわれわれの日常の食卓にのぼります。

　次にこれまでの研究で明らかになったニギスの

生態について紹介します。一年間の稚魚の出現状況

などから，ニギスは春と秋の年二回の繁殖のピーク

を持つと考えられています。産み出された卵や仔魚

は海中を漂い，プランクトンとして生活を送ります。

　体長２センチ程度の稚魚に成長し，ある程度遊泳

力を持つようになると，水深１００m前後の海底付近

で生活するようになります。その後は成長に伴い，

より深い方へ生活の場を広げます。日本海では水深

１００～２００mの大陸棚上が親魚の生息場（漁場も同

じ）となっています。海底付近で生活を始めたニギ

スはオキアミなどの小型甲殻類を摂餌して，１年で

体長約１０cmま

で成長します。

その後２歳で体

長１５cm程度ま

で成長すると繁

殖を始めます。

　漁業の対象と

なるのもほぼ同

じくらいの年齢

からです。５歳で最大体長２５cm程度まで成長しま

すが，主に漁獲の対象となるのは２０cm前後の３，４

歳魚であり，多くの個体が５歳前に死亡すると考え

られています。親のニギスは多く漁獲されているに

もかかわらず，卵や仔魚が多量に採集されたことが

なく，どこで産卵するのかはまだよくわかっていま

せん。

　また，１匹のニギスが１生のうち何回繁殖に参加

し，どのくらいの数の卵を産むのかも不明です。ニ

ギスは日本海ではなじみのある魚ではありますが，

生態的にはまだまだなぞの多い魚です。

　（１９９９年１１月２８日付新潟日報に掲載された記事を基に，そ

の後の知見に沿って若干の改変を行った。）

　＊１９９９年４月から２０００年３月まで新潟日報に毎週１回，

日本海区水産研究所職員らの執筆による「日本海ふしぎ探

索」が掲載された。本号ではそこから２題を紹介した。 
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日本海区水産研究所　日本海漁業資源部

廣�太郎

再録：日本海ふしぎ探索＊

ニギス　Glossanodon semifasciatus
ニギス目　ニギス科
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　地球表面の約７１％を占める海

洋にはさまざまな生物が生息し

ていますが，このうちおもに海

底付近を生息場とする生物群を

ベントス（底生生物）と呼んで

います。ベントスには植物（底

生珪藻類，海藻類等），無脊椎

動物（多毛類，貝類，甲殻類等），

底生魚類など非常に多くの分類

群が含まれるため，体のサイズ

や形態，生活様式はきわめて多

様です。では日本海におけるベ

ントスの調査はいつ頃始まった

のでしょうか。江戸時代後期に

なりますと通商目的の欧米船舶

はたびたび日本近海へ出現しま

すが，その際，沿岸の海産生物

を採集して本国へ持ち帰り分類学的な研究が行わ

れました。たとえば幕末の頃には英国のアダムズ

により日本海西部で貝類の採集が行われ多くの新

種が記載されています。

　本邦日本海側の広範囲なベントス調査として

は，２０世紀初頭に来航した米国水産局調査船アル

バトロス号の功績が重要です。本船は佐渡島や隠

岐近海で海底を曳網しベントスの採集を実施しま

した。この採集サンプルにもとづきアガシやク

ラークといった当時の著名な学者が分類学的研究

を行いましたが，その報告はベントスの分類や分

布を研究する上で今日でも有用です。その後の調

査は日本の蒼鷹丸をはじめとして大学を含む多く

の研究機関所属の調査船により徐々に進展してい

ますが，広大な海洋にあってはひとつの調査点は

海図に落とした微小な点に過ぎず，まだまだ情報

不足といえましょう。

　そこで，これまでの調査で

わかってきた日本海のベント

ス分布の大まかな特徴を水深

２００m以浅の浅海域とそれ以

深に分けてみてみましょう。

日本海の浅海域のうち九州か

ら北海道西岸にかけては対馬

暖流の影響下にあるため暖水

性の生物が出現します。しか

しながら対馬暖流は黒潮に比

べて勢力が弱いため，日本海

北部やオホーツク海に主要分

布域をもつ冷水性種の一部が

本州付近の陸棚底まで南下し

て分布することを可能にしま

す。このため日本海中部沿岸

では暖水性種と冷水性種の水平的な分布境界線は

不明瞭です。これは黒潮と親潮の境目で生物相の

激変する太平洋岸浅海域とは大きく異なっていま

す。

　一方，水深２００m以深の海底はきわめて低温な水

塊に一様におおわれるため冷水性ベントスの世界

となりますが，ここでも太平洋の深海底に比べ大

きな違いがあります。それは出現する生物種数が

少ないこと，また太平洋の深海性ベントスを特徴

づける，しばしば特異な形態をもつ動物群，たと

えば有茎ウミユリ類やフクロウニ類などが全く見

られないことです。現在の生物相は過去の歴史の

積み重ねの上に形成されることを考えれば，日本

海の成立過程を探る上でとても興味深い現象とい

えます。

　（本文は１９９９年５月１６日付新潟日報に掲載された。）
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１７

代表的な大型ベントスのひとつ棘皮動
物（１：ヒトデ類，２：クモヒトデ類，
３：ウニ類，４：ウミシダ類，５：ナマ
コ類）。いずれも日本海の水深１００－
３００m付近の海底から採集されたもの。

�������	
�������
日本海区水産研究所　海区水産業研究部

木暮陽一

再録：日本海ふしぎ探索
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平成２０年度日本海区水産研究所研究課題一覧

平　成　２０　年　度　計　画全　　　体　　　計　　　画研究分担機関担　当　部実　施
期　間課　題　名プロジェクト名

　当該海域において，動物プランク
トン・卵仔魚・物理環境調査を引き
続き行うとともに，カタクチイワシ
成魚を定期的に入手し，卵巣の組織
学的検討を行い，生殖腺に排卵後濾
胞を保有する雌の割合から産卵頻
度，産卵間隔を把握する。

　大きく資源量が変動している日本海のカタク
チイワシを対象に，水温等の環境が餌生物であ
る動物プランクトンの現存量と種組成に与える
影響を前中期計画に引き続いて調査する。新規
に産卵期間，産卵間隔，産卵回数，総産卵数な
どの産卵生態を詳細に調査し，産卵生態に及ぼ
す海洋環境の影響を解析することによって，環
境変動が低次生産を通してカタクチイワシの資
源生産に及ぼす影響を定量的に解明することを
目的とする。

日本海海洋
環境部

日本海漁業
資源部

平成
１８－２２
年度

日本海中部海
域における環
境変動が低次
生産を通して
カタクチイワ
シの成熟・産卵
生態に及ぼす
影響の解明

　調査活動を通じて，主要底魚類の
生物特性，資源状態に見られる海域
間の差異に関する情報の収集を継
続し，２０年度からはこうした海域差
が生じる要因について，海洋環境や
漁業の特性などを考慮しつつ考察
する。いくつかの種で観察されてい
る卓越年級群を追跡し，それらの有
効な利用方法を検討するための基
礎的な知見を得る。

　日本海北部と西部の間，あるいは大和堆のよ
うな孤立した海域では，資源生物の分布，食性，
成長，生殖等の生物特性や資源状態に異なる特
徴が見られる。資源評価の精度向上，国際共通
資源の共同管理に際しての科学的方策提言を目
的とし，こうした海域間における生物特性の違
いを把握し，その形成要因を解明する。明らか
な海域差が検出された魚種については，より効
率的な資源管理を図るための提言を行ってい
く。ベニズワイ，アカガレイ，ズワイガニ等の
資源評価対象種とともに，今後重要性が増すと
考えられるバイ類を主対象とする。

日本海漁業
資源部

海区水産業
研究部

平成
１８－２２
年度

日本海主要底
魚類の生物的
特性における
海域差とその
形成機構

　２年間の標識放流調査結果の補
足的な調査（標識放流）を行うとと
もに，得られたデータの解析を行
う。

　日本海における２歳以上のブリには，回遊様
式が異なる複数の群が存在するが，０～１歳の回
遊様式には未解明の部分が大きい。そこで小型
アーカイバルタグなどを用いた標識放流により
対馬暖流域におけるブリの年齢別の回遊様式を
解明する。

富山県水産試験場，
石川県水産総合セ
ンター，福井県水産
試験場，鹿児島県水
産 技 術 開 発 セ ン
ター

日本海漁業
資源部

平成
１８－２０
年度

年齢別の分布・
回遊様式の把
握（日本海）

日本周辺海域に
おけるブリの回
遊と海洋環境の
関係解明に基づ
く来遊量予測手
法開発

　前年度同様の飼育実験をより高
い精度で長期間実施し，再現性を確
認する。また得られた飼育水温別の
耳石径（あるいは輪紋間隔）データ
を天然個体と比較し，天然個体の発
生海域の水温環境推定に適用する
ことの可能性，問題点について検討
する。

　ブリの発生時期は冬から初夏にかけての長期
間に亘るが，産卵時期・海域を異にする仔魚は
発生水温の違いから初期成長が異なることが考
えられる。そこで，初期成長の差異を指標に発
生水域の水温を推測する手法を開発する。その
ためにブリ仔魚を異なる水温環境下で飼育し，
初期成長，耳石日周輪間隔を測定する。これに
より発生初期の水温の違いによる成長差を検出
し，天然魚の発生初期の水温環境を推定するた
めの比較資料とする。

五島栽培漁業セン
ター

海区水産業
研究部

平成
１９－２０
年度

対馬暖流域沿
岸における加
入主群の構造
の把握

日本周辺海域に
おけるブリの回
遊と海洋環境の
関係解明に基づ
く来遊量予測手
法開発

　年齢別・海域別の回遊様式，資源
量指数の変動と海洋環境の関係の
解析結果を基に年齢別・海域別の来
遊量予測手法を開発し，海況予測情
報と結合することで漁況の予測手
法を開発する。

　ブリの年齢別・海域別の回遊様式，来遊量指
数の変動と海洋環境の関係の解析結果を基に年
齢別・海域別の来遊量予測手法を開発し，海況
予測情報と結合することで漁況の予測手法を開
発する。

富山県水産試験場，
石川県水産総合セ
ンター，福井県水産
試験場，鹿児島県水
産 技 術 開 発 セ ン
ター，三重県科学技
術振興センター，高
知県水産試験場，宮
崎県水産試験場

日本海漁業
資源部

平成
２０年度

来遊量予測手
法開発

日本周辺海域に
おけるブリの回
遊と海洋環境の
関係解明に基づ
く来遊量予測手
法開発

　日本海の水温データを用いて海
洋環境の中長期的変動特性を把握
し，各魚種特に小型浮魚の生活史パ
ラメータの長期変動特性及びそれ
に及ぼす環境と生物的要因の影響
について検討を行う。引き続き安定
同位体分析を行い，対象種の栄養段
階の定量的評価を検討する。また，
栄養段階や生活史特性を考慮して，
魚類をグループ化した群集構造の
把握に着手する。

　１９８０年代末を境に日本海の水温が寒冷レジー
ムから温暖レジームに変化したことに伴い，底
魚から浮魚までの生物量および分布域の変化が
見られており，単一種を超えて日本海の主要の
漁業資源変動を総合的に研究する重要性が高
まっている。本研究では日本海の資源評価対象
種として重要なブリ，スルメイカおよび，それ
らとは対照的な変動特性を示すイワシ類などの
小型浮魚類の海洋環境への応答特性の違いを明
らかにし，魚類群集構造の変化パターンを把握
する。また，安定同位体解析を行い，ブリを中
心とした大型魚食魚と，スルメイカなどの小型
浮魚との間の食物連鎖関係を明らかにしたう
え，最終的に日本海の高次生態系モデルを開発
し，漁獲圧または捕食圧および海洋環境のレ
ジームシフトが日本海の魚類資源に与える影響
を定量的に評価し，資源管理の基礎的知見の向
上に寄与する。

日本海漁業
資源部

日本海海洋
環境部

平成
１８－２２
年度

海洋環境の中
長期的変動お
よび種間関係
を考慮した日
本海の高次生
態系モデルの
開発

　日本海北部海域でのアカアマダ
イの生活様式を明らかにする。ま
た，他海域との差異，共通点の把握
のため，若狭湾で調査を実施してい
る京都府との情報交換を引き続き
行うと共に，共同調査の実施を検討
する。
　幼稚魚期に砕波帯に滞在する魚
種の生活様式，環境要因との関連の
解明に着手する。

　栽培対象種の中には種苗生産技術は完成に近
づいたが，幼稚魚の生態が不明であるために放
流技術の高度化が妨げられている魚種が残され
ている。また，沿岸浅海域に成育場を形成する
魚種では成育場での生残が資源変動に大きく影
響すると考えられている。これらの魚種の天然
海域での幼稚魚期の生活様式および好適な成育
場の条件を明らかにすることにより，より効率
的な栽培漁業の推進と資源管理の高度化に貢献
する。

海区水産業
研究部

平成
１８－２２
年度

日本海におけ
る栽培対象種
の放流技術の
高度化及び資
源管理のため
の幼稚魚期の
生活様式の解
明
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　前年度までに得られた海域の優
占種を中心に，その餌料有機物源
を炭素安定同位体比により解析す
るとともに，主要餌料源の貢献度
を数値化して示す。また炭素安定
同位体比により抽出された主要な
１次生産者の現存量の推定を行
う。
　さらに砕波帯域における生物相
や環境に関するデータを蓄積する。

　日本海陸棚砂泥域において物理化学的環境や
生物群集構造，生物生産構造，食物網構造を解
明し，餌料有機物の動態を主眼に据えて，対象
海域における漁場としての現状を評価する。さ
らに得られた知見をもとに，陸棚砂泥域を健全
に有効利用するための評価手法の提言を行う。

海区水産業
研究部

平成
１８－２２
年度

陸棚砂泥域の
餌料有機物の
動態解明と増
殖漁場として
の評価

　大型クラゲの成熟調査を継続す
る。１９，２０年度に得られた成熟デー
タと水温，塩分などの環境条件との
関係を解析し，成熟に及ぼす環境の
影響を把握する。

　日本海沿岸における大型クラゲ（エチゼンク
ラゲ）の成熟，受精の実態を月別の卵径組成や
生殖線組織切片により把握し，ポリプ等の飼育
実験結果と合せて発生の可能性を予測する。更
に，幼若クラゲ～成体の生理，生態調査を実施
して，水温・餌環境と栄養状態の関係を中心に，
大量発生につながる発生・成長の制御に関わる
生態的要因を抽出し，漁業被害軽減，発生制御
技術の検討を行う。

福井県水産試験場，
東海大学海洋学部

日本海海洋
環境部

平成
１９－２３
年度

大型クラゲの
日本海沿岸へ
の定着可能性
の予測と生態
特性解明に基
づく発生制御

クラゲ類の大発
生予測・抑制技術
の開発

　JADEモデルを取り込んだスル
メイカ分布予測システムを運用し
て漁況の予測精度の検証を行う。実
用化に向けた関係機関への広報も
行う。JADEの精度向上を継続して
行うとともに，各地域の漁獲量を比
較検討し，漁獲量推定の精度向上を
行う。海洋環境をもとにしたマアジ
当歳魚の分布予測システムの開発
を開始する。

　蓄積された調査データを用いてスルメイカ等
の日本海における主要浮魚類の分布特性と海洋
環境の関係および漁獲情報をパラメータ化す
る。そして既開発のGIS を用いたリアルタイム
魚群分布情報提供するシステムをベースに，予
想される水揚港や漁獲量等も含めた情報提供技
術を開発する。さらに海洋循環モデルを用いた
海洋環境の予測技術を導入し，魚群分布の短期
予測情報提供による経営支援技術も開発する。

日本海漁業
資源部

日本海海洋
環境部

平成
１８－２２
年度

漁業経営支援
のための漁場
形成予測情報
システムの構
築－日本海を
対象として－

　定線上での精密観測を継続する。
これまでの調査船観測データ及び
係留型ADCP・TRBMから得られ
た時系列データと調査海域内の水
位データ（輪島・柏崎・小木等）と
を比較・検討し，水位変動が調査海
域における流れの変動にどの程度
対応しているのかを調べる。本調査
で得られた観測データに加えて，人
工衛星データ及び府県定線観測
データを用い，沖合域の流れの変動
状況を把握する。

　日本海東部海域において精密な調査船観測及
び最新機器による観測を実施する。蓄積データ
及び他機関のデータを併せて解析し，当該海域
の海況予測モデル開発の基盤となる対馬暖流の
変動特性を解明する。対馬暖流の変動の効率的
なモニター手法の開発に取り組む。重点海域と
して，当該海域において対馬暖流の主な変動の
発生海域，急潮問題で流動特性の解明が急務，
重要水産資源の産卵場等の理由により能登－佐
渡周辺海域を設定する。

日本海海洋
環境部

平成
１８－２２
年度

日本海東部海
域における対
馬暖流の変動
特性の解明お
よびモニタリ
ング手法の開
発

　調査船によるADCP観測を整理
して日本海中部海域の流況を把握
するとともに，石川県庵町沖に設置
したTRBMを回収して急潮の流動
実態とそれによって定置網がうけ
る被害実態について検討する。

　定置網漁業へ被害を与える沿岸海域で発生す
る突発的な速い流れ（急潮）について，実用的
な急潮予測精度を向上させ，漁具被害防止対策
マニュアルに基づく効果的な被害防止対策を確
立することを目標とし，急潮発生機構の解明及
び発生予測技術の開発のため，日本海中部海域
で自記式流速計や船底設置型ADCP等を使っ
て現場観測を行い，これらの観測により得られ
た流動等のデータと気象データ等との関連性を
検討する。

日本海海洋
環境部

平成
１８－２０
年度

日本海中部海
域における現
場観測とデー
タ解析

日本海における
急潮予測の精度
向上と定置網防
災策の確立

�海洋大循環モデルを用いて、日本
海の海洋環境（水温・流動場）の長
期変動を予測する。
�ブリおよびスルメイカを試料に
用いて食品成分および安定同位対
比の分析を行い生息環境による生
態的地位および商品価値の変化を
明らかにする。

　地球温暖化による水温上昇によって魚類の分
布回遊が変化し、現在の漁期・漁場に影響を与
え、既存産地の漁獲量に影響を与えることが予
想される。本研究では日本海を対象として、地
球温暖化による主要回遊性魚類の分布回遊およ
び漁期漁場の変化を予測し、既存産地における
漁獲物の量的・質的変化を予測し、地球温暖化
による影響を評価する。

日本海漁業
資源部

平成
２０－２２
年度

温暖化が与え
る日本海の主
要回遊性魚類
の既存産地へ
の影響予測

技会プロ研地球
温暖化

�海洋大循環モデルを用いて、日本
海の海洋環境（水温・流動場）の長
期変動を予測する。
�ブリおよびスルメイカを試料に
用いて食品成分および安定同位対
比の分析を行い生息環境による生
態的地位および商品価値の変化を
明らかにする。

　地球温暖化による水温上昇によって魚類の分
布回遊が変化し、現在の漁期・漁場に影響を与
え、既存産地の漁獲量に影響を与えることが予
想される。本研究では日本海を対象として、地
球温暖化による主要回遊性魚類の分布回遊およ
び漁期漁場の変化を予測し、既存産地における
漁獲物の量的・質的変化を予測し、地球温暖化
による影響を評価する。

日本海海洋
環境部

平成
２０－２２
年度

日本海の低次
生態系予測モ
デルの開発

わが国沿岸周辺
域の高解像度生
態系予測システ
ムの開発

　産卵期（主漁期）に水揚げされた
マダラのAge－Length （Weight）key
を作成し、２００９年産卵親魚の年級群
構造を明らかにする。産卵期間中の
性比，年齢構成などを時系列的に解
析し，産卵場への来遊パターンなど
の産卵生態を明らかにする。幼稚魚
調査を継続し、２００７、８年級発生状
況を把握する。日本海北部各海域の
マダラ漁獲状況と水温など海洋環
境変動との関係を把握し、マダラの
年級群強度を決定する要因につい
て検討する。

　変動の大きい日本海のマダラ資源について、
幼稚魚の発生状況から将来の漁況を予測する手
法を確立することを目指し、昨年度の基盤研究
Bに引き続き調査・研究を実施する。本研究で
は、新潟県沖をモデル海域として、漁獲物の年
級群構造を把握する手法を確立する。また、幼
稚魚の発生量を把握している２００５、６年級の漁
獲状況を知ることで、幼稚魚調査の有効性につ
いて検討する。あわせて、マダラおよび２００６年
級が卓越年級となった日本海の底魚類につい
て、産卵生態および初期生態と海洋環境の変化
を比較し、卓越年級群発生機構についての仮説
を構築する。

日本海漁業
資源部

平成
２０－２１
年度

新潟県沖にお
けるマダラ年
級群構造と産
卵生態の把握

所内基盤研究A
（所内プロ研）
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　生残率の誤差を考慮したとき，コ
ホートを２年分および３年分追っ
た平均推定値の誤差が単年推定値
の誤差よりも小さくなるための，抽
出誤差や生残率の誤差の条件をコ
ンピュータによる数値実験で求め
る。本研究で平均推定値を適用する
魚種としては，ズワイガニをはじめ
とする，日本海や東北海域で面積密
度法により資源量が推定されてい
る種を想定する。

　魚類等の資源量推定法のうち，トロール調査
結果に基づく面積密度法等の直接推定法では前
後の年と無関係な推定誤差（抽出誤差）が生じ，
この誤差は，生物学的許容漁獲量（ABC）の算
定に直接影響している。本研究は，面積密度法
による資源量推定結果を用いた，抽出誤差の影
響を小さくする資源量の算出方法の検討を目的
とする。

日本海漁業
資源部

平成
２０年度

面積密度法の
推定誤差を考
慮した資源量
の算出方法の
検討

所内基盤研究B
（所内シーズ研）

　上越沖および隠岐西方海域にお
いて、深海桁網調査（年１回）と当
業船（年５回をめど）による水揚物
調査を行う。漁獲物の水深別分布傾
向を調査するとともに、精密測定を
実施して、成長、成熟およびこれら
に関する季節性を観察、解析する。
２地点間のデータを比較して、両海
域における分布、成長、成熟等の違
い（海域差）の把握に努める。

　日本海深海域の高級食材であるオオエッチュ
ウバイを対象に、将来的な資源管理の実施を目
標として、これまで知見がほとんど無かった本
種の生物情報を得る。本種に対する漁獲圧は近
年急激に高まる傾向にあり、漁獲量の減少、サ
イズの小型化など、資源に対する影響が聞かれ
るようになった。漁場となっている新潟沖と隠
岐西方の２海域間の比較をとおし、これまで知
られてこなかった本種に関する資源生態の解明
を目的とする。

日本海漁業
資源部

平成
２０年度

オオエッチュ
ウバイの資源
生態とその海
域差に関する
研究

所内基盤研究B
（所内シーズ研）

　温帯域に多く水産上重要なウニ
３種（バフンウニ，ムラサキウニ，ア
カウニ）の稚ウニが紫外線によって
受ける影響を評価するため、実験室
内で様々な強さに設定したUV－B
からのウニの忌避行動をテレビカ
メラで観察して解析する。

　温帯域に多く水産上重要なウニ３種（バフン
ウニ，ムラサキウニ，アカウニ）の稚ウニが紫
外線によって受ける影響を評価するため、実験
室内で様々な強さに設定したUV－Bからのウ
ニの忌避行動をテレビカメラで観察して解析す
る。

海区水産業
研究部

平成
２０年度

温帯域に優占
するウニ類の
紫外線Bに対
する感受性の
把握

所内基盤研究B
（所内シーズ研）

　評価手法に汎用性を与えるため，
我が国沿岸の亜寒帯、日本海、瀬戸
内海、東京湾近傍、亜熱帯域の５海
域の干潟・藻場に調査域を設定す
る。生物調査、環境調査の試料採集
方法および一次処理法、観察法をス
タンダード化して調査を実施する。
研究開発調査として、底質の物理的
生物的特性、バクテリアの組成と機
能、メイオベントスの組成と機能、
海草葉上生物の組成と特性を調べ、
データの整理と解析を進める。

　高い生物生産力の基盤となる漁場環境の生物
多様性を定量的に評価する指標の開発を目的と
する。生物多様性の減少が懸念されている干潟
および藻場を主な対象に、分解者（分解機能）
の多様性が種の多様性やこれらの海域の持つ機
能の多様性を支えていると考え、これを例証す
る指標を探索する。

北水研，日水研・海
区水産業研究部，瀬
戸内水研，西水研

中央水研・
浅海増殖部

平成
２０－２０
（２４）
年度

漁場環境生物
多様性評価指
標の開発

漁場環境生物多
様性指標等開発
事業

編集後記

　日本海区水産研究所では，毎年年末に研究成果発表会を開催しております。昨年度までは，この発表会で紹
介した話題を日本海区水産研究所主要研究成果集としてとりまとめ，３月頃に刊行してまいりました。一方で本
誌は，毎年１回（６月頃）の定期刊行を原則としつつ，速報性のある研究開発成果が得られた場合には臨時増
刊号を発行する方針でスタートしました。しかし，研究所の財政事情は年々厳しくなっており，年度の途中で
予定外の増刊号を発行することは経費の面で難しくなってきています。そこで今回，この問題を解決すること
と本誌を強化することを目的として，研究成果集を吸収する形で本誌の発行回数を年２回に増やし，年度の前
半と後半にそれぞれ１回ずつ定期刊行する体制に改めました。今号の記事のうち，はじめの４本は平成２０年１２
月に新潟市内で開催した研究成果発表会での発表内容をまとめたものです。発行回数を増やしたことで本誌が
皆様の目に触れる機会が増え，早く定着することを願っています。

（日本海区水産研究所業務推進課長）

発　　行：独立行政法人水産総合研究センター

編　　集：独立行政法人水産総合研究センター日本海区水産研究所
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